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皆
様
、
清
新
な
る
初
春
を
お
元
気
で
お
迎
え
の
こ
と
と
存

じ
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
公
民
館
活
動
に
多
大
な
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
何
卒
宜
し
く
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
の
12
月
初
旬
こ
ろ
、
珍
し
く
降
雪
に
見
舞
わ
れ

た
。
本
来
、
白
色
は
厳
か
で
清
浄
、
無
垢
を
象
徴
す
る
。

そ
う
思
え
ば
白
雪
も
優
雅
な
も
の
だ
が
、
降
り
過
ぎ
た

り
、
ぬ
か
る
ん
だ
り
す
る
と
、
そ
う
ば
か
り
と
は
思
え

な
い
と
こ
ろ
が
現
実
に
生
き
る
人
間
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
正
月
は
気
温
が
下
が
り
、
降
雪
も
見
た
が
、
穏
や

か
な
部
類
に
入
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
新

年
を
ち
ょ
っ
と
晴
れ
や
か
に
と
思
い
、
新
潟
市
で
開
催

さ
れ
て
い
る
「
新
春
新
潟
三
大
美
術
展
」
を
見
に
出
掛

け
た
。
行
か
れ
た
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。 

三
越
会
場
は
、「
富
士 

麗
峰
百
景
」
展
で
あ
る
。
新

年
を
彩
る
こ
の
催
し
を
日
報
紙
上
で
解
説
し
て
い
た
。

そ
の
文
中
に
、
か
ね
て
よ
り
私
の
胸
中
に
あ
る
山
岡
鉄

舟
の
名
歌
「
晴
れ
て
よ
し 
曇
り
て
も
よ
し 

富
士
の

山 

も
と
の
姿
は
か
わ
ら
ざ
り
け
り
」
が
あ
っ
た
。
ま

さ
に
麗
峰
百
景
展
を
見
て
、
こ
の
感
を
深
く
し
た
。
観

た
感
想
を
少
し
記
し
た
い
。 

描
か
れ
た
富
士
の
山
は
、
ど
れ
も
美
し
く
神
聖
で
あ

っ
た
。
横
山
大
観
「
日
本
心
神
」
は
本
当
に
美
し
く
、 

し
ば
し
の
間
足
を
止
め
て
見
入
っ
た
。
絵
の
解
説
文
に

大
観
の
想
い
が
書
か
れ
て
い
た
。『
古
い
本
に
は
富
士
を

「
心
神
」
と
呼
ん
で
い
る
。
心
神
と
は
魂
の
こ
と
だ
が
、

私
の
富
士
観
と
い
っ
た
も
の
も
つ
ま
り
は
こ
の
言
葉
に

言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
』 

 

片
岡
球
子
「
め
で
た
き
富
士
（
龍
図
）」
は
色
彩
が
実

に
華
や
か
だ
。
一
方
で
、
川
端
龍
子
の
「
怒
る
富
士
」

は
黒
雲
、
稲
妻
で
激
し
く
表
現
さ
れ
、
力
強
さ
と
異
色

を
感
じ
た
。
い
ろ
ん
な
顔
を
持
つ
富
士
を
鑑
賞
で
き
、

正
月
に
ふ
さ
わ
し
く
心
が
洗
わ
れ
た
。 

 

伊
勢
丹
会
場
は
、
独
創
性
あ
ふ
れ
る
草
月
流
生
け
花

で
彩
ら
れ
る
中
、
華
道
草
月
流
の
創
始
者
で
も
あ
る
勅

使
河
原
蒼
風
（
て
し
が
は
ら
そ
う
ふ
う
）
「
半
神
半
獣
」

（
金
屏
風
書
）
の
作
品
は
自
由
闊
達
な
と
こ
ろ
が
魅
力

的
で
あ
っ
た
し
、
棟
方
志
功
や
俵
屋
宗
達
の
画
に
も
惹

き
つ
け
ら
れ
た
。 

各
作
品
の
美
し
さ
・
芸
術
性
は
、
技
量
よ
り
も
前
に
、

各
人
の
心
と
人
格
が
映
し
出
さ
れ
、
そ
し
て
、
そ
の
上

に
気
品
、
気
迫
が
現
れ
て
そ
の
も
の
と
な
る
、
と
前
述

の
新
聞
紙
上
に
書
か
れ
て
い
た
。
芸
術
に
限
ら
ず
、
い

い
仕
事
を
す
る
上
で
共
通
す
る
事
柄
で
あ
ろ
う
。 

本
年
、
町
民
各
位
の
ご
指
導
を
得
て
い
い
仕
事
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
人
生
は
有
限
だ
が
、
学
び
は

無
限
で
あ
る
。 

 

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 今年の「ガーデニング教室」は、(財)新潟県都市緑花センターから花と緑のアドバイザーを

講師としてお招きし、7 月から全７回実施しました。ハーブ、観葉植物、秋の植物、多肉植

物などについての講座を行い、延べ 92 人の方が受講しました。下記の写真は、今年度の教室

で作成した作品の一部です。どれも素晴らしい作品になりました。 
来年度も「ガーデニング教室」を開催する予定ですので、皆さんお楽しみに！ 

・鶏肉の和風チーズ焼き ・カレー春巻き ・大根の器蒸し ・おからのチョコレートケーキ 

 12 月 15 日（土）に今年度 2 回目の「料理教室」を開催し

ました。 
 今回は 13 人の方が参加し、「冬のおもてなし料理」と題し

て下記の４品を作りました。子供にも喜んでもらえるようチ

ーズを使用したり、カレー風味にしました。また、健康面に

も気を遣い、デザートにはヘルシー素材を使うなど、おもて

なしの心がふんだんに盛り込まれていました。 
次回は 3 月 2 日（土）に開催する予定です。なお詳細につ

いては来月号の募集案内をご覧ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    中央公民館        町立図書館（海岸公民館）  

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

昨年、ノーベル生理学・医学賞を受賞した山中教授の自伝。

研究者として、決してエリートではなかったという教授の受

賞までの道のりと研究に対する想いが綴られています。 
 

山中伸弥先生に、人生と IPS 細胞について

聞いてみた      ･･･山中 伸弥 著 

 生命はどこから来たか。文明はなぜ生まれ、滅びるのか。

宇宙誕生から人類の誕生、そして現代に至るまでの 137 億年

にも及ぶ歴史を、全 42 のテーマで語った歴史書。 

137 億年の物語 宇宙が始まってから今日

までの全歴史    ･･･ｸﾘｽﾄﾌｧｰ・ﾛｲﾄﾞ 著 

新島八重 ハンサムな女傑の生涯  

･･･同志社同窓会 編 
今年の大河ドラマの主人公「新島八重」・「個性」・「夫婦生

活」・「会津での日々」・「教育」・「キリスト教信仰」・「看護精

神」・「茶の湯」という七つのテーマで、その生涯に迫ります。 

認知症の人のつらい気持ちがわかる本 

･･･杉山 孝博 著 

 認知症の患者さんが、いったいどんなことを考え、どんな

気持ちで日々暮らしているのか。これらをわかりやすくまと

め、認知症の方への寄り添い方と介護のコツを示した 1冊。 

今回のメニュー 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈越
後
出
雲
崎 

渚
会
〉 

〈西
乃
越
句
会
〉 

〈出
雲
崎
小
学
校
児
童
の
俳
句
〉 

 ぼ
く
の
指
と
ま
っ
て
ほ
し
い
赤
と
ん
ぼ 

４
年
生 

 

小
林 

広
宜 

 

虫
た
ち
が
き
れ
い
な
え
ん
そ
う 

し
て
い
る
よ 

４
年
生 

 

星 

愛
る
あ 

秋
の
川
葉
が
流
れ
て
る
船
の
よ
う 

５
年
生 

 

佐
藤 

日
和 

 

満
月
が
静
か
に
山
を
照
ら
し
て
る 

５
年
生 

 

佐
藤 

楓
菜 

秋
風
で
ブ
ラ
ン
コ
か
っ
て
に
お
ど
り
出
す 

６
年
生 

 

小
黒 

凌
輔 

秋
の
風
草
を
さ
ら
さ
ら
泳
が
せ
る 

６
年
生 

 

佐
藤 

美
佑 

冬
帽
も
漁
師
の
顔
を
隠
さ
れ
ず 

尼 
 

瀬 
 

斉
藤 

凡
太 

 

冬
帽
子
長
き
沈
黙
に
入
り
け
り 

尼 
 

瀬 
 

松
村 

紅 

心
経
の
中
へ
解
き
た
る
咳
一
つ 

川 
 

西 
 

仲
野 

隆
之 

 

極
端
な
気
象
変
化
や
返
り
花 

川 
 

西 
 

生
田 

恒
憲 

 1 月 26 日は、「文化財防火デー」です。この日を中心として、

文化財を火災・震災・その他の災害から守るための文化財防火運

動が全国的に展開されます。 
 この「文化財防火デー」は、約半世紀にわたり継続的に行われ、

人類共通の貴重な財産である文化財を次代に継承することに大き

な役割を果たしてきました。 
 出雲崎町にも現在、国登録有形文化財が 4 件、県指定文化財が 5
件、町指定文化財が 30 件あります。先人から受け継いできた貴重

な文化財を大切にすると共に、親しみ愛護する心を育みましょう。 

文化財防火デーとは？ 
昭和 24 年 1 月 26 日に，現存する世界最古の木造建造物である法隆寺（奈良県斑鳩町）の金堂が炎上し，壁画が焼損したことをきっかけ

に、火災などによる文化財保護の危機を深く憂慮する世論が高まりました。その声を受け、昭和 30 年に当時の文化財保護委員会（現在の

文化庁）と国家消防本部（現在の消防庁）が、1 月 26 日を「文化財防火デー」と定め，昭和 30 年の第 1 回文化財防火デー以来毎年この

日を中心に，文化庁，消防庁，都道府県・市町村教育委員会，消防署，文化財所有者，地域住民等が連携・協力して，全国で文化財防火

運動を展開しています。  

 現在、長岡市の新潟県歴史博物館において、

「古代の越後国古志郡 －八幡林遺跡出土木簡

とその時代－」と題した企画展を開催していま

す。八幡林遺跡（旧和島村）などから出土した

木簡や墨書土器等が展示されている他、右記の

講演・講座も開催されますので、興味を持たれ

た方は是非一度足を運んでみてください。 

○特 別 講 座 ２月 10 日(日) 13:30～15:00 

「古代越後国の謎をさぐる」 
相澤 央氏（新潟市歴史文化課） 

○記念講演会 ３月３日(日)  13:30～15:00 

「出土文字資料から見た古代越後の社会」 
三上 喜孝氏（山形大学人文学部准教授） 

○講   座 ３月９日(土)  13:30～15:00 

「八幡林遺跡の木簡を読み解く」 
浅井 勝利氏（新潟県歴史博物館研究員） 

お問合せ：新潟県歴史博物館（☎ 47-6130） 
 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～出雲崎町体育協会～ 
 町体育協会では、スポーツにおいて優秀な成績を収めら

れた方、またはスポーツの振興に貢献された方を毎年表彰

しています。そこで、みなさまから平成 24 年度内に功績の

あった方（町内在住）または団体の推薦を以下のとおり受

け付けております。ぜひ、お気軽にご連絡ください。 
 

【選考基準】 

・県大会で優秀な成績を収めた者または団体 
・全国大会または国際大会に出場した者・団体及びそ 
の指導者 

・その他、スポーツに関し功績を残した者など 

～参加者募集中～ 
 公民館では以下のとおり、「ファミリースキー

＆スノーボード」を開催します。ウィンタース

ポーツを通して家族や地域とのふれあいを楽し

みましょう。詳細につきましては、本日配布の

案内文書をご覧ください。 

〈期日〉平成２５年２月１７日（日） 

    町民体育館８時出発～17 時 30 分 
〈会場〉魚沼須原スキー場 
〈定員〉４０名 
〈〆切〉平成 25 年２月４日（月）まで 

 12 月９日（日）に剣道教室と柔道教室の平成 24 年度昇級審査会を行いました。両教室とも 1 年間の練習の

成果を十分に発揮し、見事全員が昇級しました。 

参加児童募集中 

両教室とも元気な児

童を募集していま

す。一緒に心と身体

を鍛えませんか？ 
お問合せは町民体育

館まで。 
℡78-4700 

 あけましておめでとうございます。 
 日頃、公民館・スポーツ推進委員の主催する事業に

参加、ご協力いただき深く感謝申し上げます。 
 昨年の各種町内大会には、集落・地区合同のチーム

の他に仲間同士でチームを作り、意欲的に参加する若

い世代が多く見られたように思います。こうした輪を

大切にし、子供からご年配の方までの各世代に合った

スポーツの楽しさを知ってもらえるよう、またそれを

伝えられるよう私たちも努力してまいります。 

 出雲崎町の体育施設は近隣市町村と比べても遜

色なく、十分に揃っております。あとは町民のみな

さまの意識次第です。体育館のすばらしい施設を存

分にご利用いただき、健康と体力づくりに大いに役

立ててください。 
私達スポーツ推進委員８名も皆様と共に一生懸

命お手伝いさせていただきますので、本年もよろし

くお願いいたします。 




